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一
、
は
じ
め
に

〝
口
頭
語
史
″
は
可
能
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
に
当
り
、
口
頭
語
を
音
声
を
媒
介
と
す
る
言
語
と
規
定
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
の
叙

述
が
過
去
の
文
献
を
資
料
と
す
る
限
り
、
不
可
能
と
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
録
音
機
の
創
案
以
前
の
過
去
の
音
声
言
語
は
、
今
日
に
残

ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
口
頭
語
が
文
字
化
さ
れ
た
も
の
を
含
む
、
一
種
の
文
体
と
し
て
把
え
る
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
全
く

不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
文
体
と
し
て
把
え
た
場
合
に
は
「
口
頭
語
体
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
言
語
と
い
う
意
味
で
「
口

頭
語
」
を
用
い
る
。

国
語
史
の
研
究
史
が
語
る
如
く
、
口
頭
語
の
考
察
は
、
文
語
に
対
す
る
口
語
と
し
て
、
主
に
、
中
世
語
及
び
そ
れ
以
降
の
時
代
語
を
対
象

に
進
め
ら
れ
て
来
た
。
古
代
語
の
、
特
に
平
安
時
代
語
に
つ
い
て
は
、
和
文
に
つ
い
て
、
「
古
く
『
源
氏
物
語
』
等
の
平
安
朝
の
和
文
の
文
章

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語
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（1）

は
、
地
の
文
と
会
話
文
と
の
文
体
差
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
今
日
の
口
語
体
の
文
章
と
同
じ
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」

と
説
か
れ
た
り
、
漢
文
訓
読
語
に
つ
い
て
、
「
こ
の
資
料
の
高
く
買
わ
れ
る
の
は
、
訓
点
語
が
口
語
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
略
）
つ
ま
り
今
日
の
学
生
が
語
学
の
時
間
に
お
い
て
、
あ
わ
て
て
口
語
訳
を
書
き
こ
ん
で
い
く
の
と
同
じ
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な

い
か
。
（
略
）
院
政
鎌
倉
期
迄
は
、
ほ
ゞ
固
定
化
の
傾
向
を
辿
り
つ
ゝ
も
口
語
に
従
っ
て
き
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
迄

（2）

の
も
の
は
口
語
資
料
と
な
り
う
る
と
い
う
意
味
で
、
点
本
資
料
の
価
値
を
認
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
」
と
説
か
れ
た
り
し
て
、
無
条
件
に

口
語
と
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
言
語
の
位
相
と
い
う
視
点
が
導
入
さ
れ
て
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
と
が
異
な
っ
た
言
語
体
系
で
あ
り
、
更
に
記
録
語
が
又
別

の
体
系
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、
和
文
語
は
和
歌
や
物
語
等
を
創
作
す
る
た
め
に
選
び
使
わ
れ
洗
練

さ
れ
た
言
語
で
あ
り
、
漢
文
訓
読
語
は
所
与
の
漢
文
を
読
解
す
る
た
め
に
漢
文
の
枠
に
影
響
さ
れ
て
作
為
さ
れ
た
言
語
で
あ
り
、
文
章
語
と

し
て
そ
の
言
語
規
範
に
拘
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
記
録
語
に
つ
い
て
も
同
断
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
と
異
な
る
日
常
の
話
し
言
葉
と
し
て
の
口
頭
語
が
別
に
存
し
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
口
頭
語
が
存
し
た
と

す
れ
ば
、
和
文
語
や
漢
文
訓
読
語
や
記
録
語
は
、
口
頭
語
に
基
づ
き
つ
つ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
を
文
字
で
表
現
す
る
た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
、

特
別
の
言
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

平
安
鎌
倉
時
代
に
口
頭
語
の
体
系
Ⅹ
が
存
し
た
と
い
う
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
、
文
章
語
を
規
範
と
し
た
文
献
の
中
に
種
々

（3）

の
形
で
書
き
止
め
ら
れ
た
口
頭
語
に
注
目
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
文
献
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る
と
共
に
、
院
政
期
に
撰
述
さ
れ
た
梁
塵
秘
抄

（4）

に
つ
い
て
そ
の
口
頭
語
を
取
上
げ
て
整
理
し
て
示
し
た
。
そ
の
間
に
、
そ
れ
ら
の
諸
語
が
滞
っ
て
平
安
時
代
の
和
文
の
中
の
特
定
の
場
面
に

は
露
呈
さ
れ
て
見
ら
れ
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

現
行
の
文
語
文
法
が
そ
の
成
立
に
当
っ
て
、
対
象
と
し
た
の
は
主
に
平
安
時
代
の
和
文
で
あ
っ
た
。
そ
の
囁
矢
は
、
中
世
の
テ
ニ
ヲ
ハ
研

究
で
あ
り
、
そ
こ
で
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
古
今
、
後
撰
、
拾
遺
の
勅
撰
和
歌
集
を
始
め
と
す
る
平
安
時
代
の
和
歌
の
用
語
で
あ
り
、
後
に



は
物
語
や
随
筆
等
の
用
語
に
も
拡
が
っ
た
が
、
そ
の
対
象
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
の
女
性
を
中
心
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
文
学
作
品
で
あ
っ
た
。

係
結
の
法
則
も
、
活
用
形
の
用
法
も
、
そ
の
考
察
の
線
上
で
整
理
さ
れ
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

口
頭
語
史
の
叙
述
に
当
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
文
学
作
品
も
資
料
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
創
作
の
た
め
に
洗
煉
さ
れ
た
文
章
の
用

語
よ
り
も
、
寧
ろ
日
常
の
実
用
的
な
文
章
が
対
象
と
し
て
は
望
ま
し
い
。
そ
う
い
う
文
章
の
一
つ
に
、
平
安
時
代
の
仮
名
消
息
が
あ
る
。
実

用
的
な
仮
名
消
息
と
い
え
ど
も
、
文
字
で
表
現
す
る
以
上
は
、
音
声
言
語
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
書
記
上
の
制
約
は
あ
り
、
文
章
語
の
規
範

に
影
響
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
安
時
代
の
仮
名
消
息
で
当
時
の
現
物
が
現
存
す
る
も
の
は
、
文
学
作
品
に
比
べ
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
近
年
、
新
し
い
資
料

も
発
掘
さ
れ
、
そ
の
影
印
も
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
語
史
の
資
料
と
し
て
利
用
し
易
く
な
っ
て
来
た
。
そ
の
中
で
、
本
稿
で
は
、
藤

原
為
房
妻
の
書
状
を
取
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
藤
原
為
房
妻
の
書
状
を
先
ず
取
上
げ
た
の
は
、
四
十
四
通
の
現
物
が
遺
存
し
て
い

て
、
他
の
消
息
に
比
べ
て
言
語
量
が
多
い
上
に
、
執
筆
の
年
月
が
特
定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
藤
原
為
房
妻
の
消
息
に
つ
い
て

藤
原
為
房
の
妻
が
書
い
た
仮
名
消
息
は
、
青
蓮
院
旧
蔵
の
「
不
空
三
蔵
表
制
集
」
の
紙
背
と
し
て
計
三
十
一
通
、
「
潅
頂
阿
閣
梨
宣
旨
官
牒
」

の
紙
背
と
し
て
計
十
通
、
「
諸
仏
菩
薩
釈
義
」
の
紙
背
と
し
て
三
通
が
遺
存
し
て
い
る
。
そ
の
全
文
の
影
印
と
解
読
文
と
が
、
久
曽
神
昇
博
士

（5）

の
『
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
三
年
十
月
、
風
間
書
房
刊
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
久
曽
神
博
士
の
解
説
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
不
空
三
蔵
表
制
集
」
は
も
と
青
蓮
院
の
所
蔵
で
、
真
名
文
書

十
二
通
と
仮
名
消
息
三
十
六
通
を
全
四
十
九
張
と
し
、
そ
の
反
故
の
紙
背
を
利
用
し
て
、
不
空
三
蔵
表
制
集
の
巻
第
一
・
巻
第
二
・
巻
第
三
・

巻
第
四
の
四
巻
が
書
か
れ
て
い
る
。
現
装
で
は
紙
背
と
な
っ
て
い
る
真
名
文
書
に
は
、
「
永
保
三
年
（
二
U
八
三
）
十
一
月
廿
三
日
」
の
北
谷

学
生
爽
名
状
、
「
永
保
四
年
正
月
十
五
日
」
の
前
唐
院
八
講
結
衆
交
名
状
、
「
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
九
月
九
日
博
燈
大
法
師
覚
曜
」
の
請
状
、

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

（6）

「
応
徳
二
年
十
一
月
六
日
散
位
宍
人
」
の
注
進
状
の
年
紀
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
「
十
二
月
冊
日
中
刻
為
房
」
及
び
「
左
衛
門
権
佐
為
房
」
書
状
が

あ
る
。
宛
名
の
あ
る
も
の
で
は
、
「
権
律
師
明
□
」
（
明
実
と
推
定
）
か
ら
「
信
乃
新
阿
闇
梨
御
房
」
に
宛
て
た
も
の
が
あ
る
。
仮
名
消
息
に
は
、

内
容
上
か
ら
為
房
書
状
と
為
房
妻
書
状
と
推
定
さ
れ
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
真
名
文
書
や
仮
名
消
息
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
「
不
空
三
蔵
表
制
集
」
は
、
巻
第
三
と
巻
第
四
と
の
巻
末
識
語
に
、

（
巻
第
三
）
寛
治
元
年
六
月
廿
日
写
了
　
筆
者
俊
超

写
本
云
天
長
四
年
六
月
一
日
東
寺
写
了
云
々

（
巻
第
四
）
寛
治
元
年
六
月
廿
五
日
写
了
　
筆
者
俊
超

（7）

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
巻
は
俊
超
が
寛
治
元
年
二
〇
八
七
）
に
書
写
し
た
こ
と
が
分
る
。
又
、
巻
第
二
と
巻
第
三
の
巻
末
に
、
朱
書

で
、（巻
第
二
）
　
「
寛
治
二
年
七
月
七
日
下
書
了
　
文
字
甚
錯
謬

（
校
地
本
）

相
［
日
日
〓
］
可
正
之
　
良
裕
」

（
巻
第
三
）
文
字
頗
不
快
也
以
他
本
可
正
之

と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
七
月
七
日
に
は
艮
裕
が
本
文
を
校
訂
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
良
祐
（
一
〇
七
八
存
～
二
二

（8）

六
頃
寂
か
）
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
池
上
阿
闇
梨
皇
慶
の
孫
弟
子
で
、
三
昧
阿
閣
梨
、
桂
林
房
と
号
し
、
三
昧
流
の
祖
と
な
っ
た
高
僧
で
あ
る
。

青
蓮
院
吉
水
蔵
に
は
良
柘
に
係
る
加
点
本
が
多
数
現
存
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
青
蓮
院
旧
蔵
の
「
不
空
三
蔵
表
制
集
」
が
、
天
台
宗
山
門
派
の
僧
の
手
に
成
り
、
青
蓮
院
に
伝
え
ら
れ
た
の
も
首
肯
せ

ら
れ
る
。
そ
の
料
紙
に
流
用
さ
れ
た
仮
名
消
息
は
、
寛
治
元
年
以
前
の
書
写
で
あ
り
、
天
台
宗
山
門
派
、
中
で
も
青
蓮
院
関
係
僧
に
宛
て
て

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。



次
に
、
「
潅
頂
阿
闇
梨
宣
旨
官
牒
」
も
青
蓮
院
旧
蔵
で
、
真
名
文
書
五
通
と
仮
名
消
息
十
三
通
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
真
名

文
書
に
は
、
「
応
徳
二
年
五
月
冊
日
僧
覚
澄
」
の
送
状
の
年
紀
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
覚
澄
は
、
皇
慶
の
資
の
長
宴
の
孫
弟
子
で
あ
り
、
伊
勢

阿
閣
梨
と
呼
ば
れ
、
「
房
管
写
瓶
」
と
あ
る
。
仮
名
消
息
に
は
、
為
房
妻
の
書
状
と
見
ら
れ
る
も
の
が
九
通
あ
り
最
も
多
い
。

こ
れ
ら
の
真
名
文
書
や
仮
名
消
息
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
「
潅
頂
阿
閣
梨
宣
旨
官
牒
」
は
、
外
題
に
「
潅
頂
阿
閣
梨
宣
旨
官
牒
上
延

暦
寺
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
桂
林
蔵
本
」
と
あ
る
。
又
、
見
返
第
一
紙
継
目
に
も
「
桂
林
蔵
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
桂
林
院
は
、
桂
林

房
阿
閣
梨
潤
慶
（
皇
慶
の
資
）
－
三
昧
阿
閣
梨
艮
祐
－
行
玄
－
桂
林
房
座
主
大
僧
正
全
玄
－
慈
鎮
（
青
蓮
院
門
跡
）
の
血
脈
が
あ
り
、

（10）

「
桂
林
蔵
本
」
と
は
潤
慶
又
は
全
玄
の
蔵
本
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
又
、
巻
首
見
返
に
「
以
定
心
房
御
蔵
本
写
了
」
と
あ
る
「
定

心
房
」
は
「
行
誓
」
「
明
達
」
が
「
定
心
院
供
僧
」
で
あ
り
、
共
に
天
台
宗
山
門
派
の
法
系
で
、
艮
祐
も
同
じ
流
で
あ
る
か
ら
、
「
定
心
房
御

へ
〓
」

蔵
本
」
が
青
蓮
院
吉
水
蔵
に
伝
わ
っ
た
の
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
青
蓮
院
旧
蔵
の
「
潅
頂
阿
闇
梨
宣
旨
官
牒
」
も
青
蓮
院
に
深
く
係
り
、
そ
の
料
紙
に
流
用
さ
れ
た
仮
名
消
息
も
、
「
不

空
三
蔵
表
制
集
」
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
三
の
、
「
諸
仏
菩
薩
釈
義
」
も
青
蓮
院
旧
蔵
で
、
真
名
文
書
と
仮
名
消
息
四
十
二
通
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
薫
そ
の
年
紀
は

寛
治
六
年
（
二
U
九
二
）
二
月
か
ら
寛
治
八
年
五
月
に
亘
り
、
宛
名
に
は
「
青
蓮
房
僧
都
御
房
」
「
大
和
尚
御
房
政
所
」
が
あ
る
。
書
状
に
は
、

（12）

筆
致
等
か
ら
為
房
書
状
と
為
房
妻
書
状
と
見
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
真
名
文
書
や
仮
名
消
息
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
「
諸
仏
菩
薩
釈
義
」
は
、
も
と
巻
子
本
四
巻
で
、
第
二
巻
に
「
嘉
保
ム

（13）

年
ム
月
ム
日
」
の
年
紀
が
あ
り
、
こ
れ
が
成
立
と
書
写
年
代
を
示
す
と
さ
れ
る
。
第
一
巻
の
表
紙
に
「
青
蓮
房
」
の
墨
書
が
あ
る
。
青
蓮
房

（14）

は
琳
豪
阿
閣
梨
の
住
房
を
指
し
、
そ
の
祖
師
良
祐
か
ら
の
伝
承
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
青
蓮
院
旧
蔵
の
「
諸
仏
菩
薩
釈
義
」
も
青
蓮
院
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
料
紙
に
流
用
さ
れ
た
仮
名
消
息
も
、
数
年

後
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
「
不
空
三
蔵
表
制
集
」
「
潅
頂
阿
闇
梨
宣
旨
官
牒
」
の
紙
背
と
一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語

五
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こ
れ
ら
の
紙
背
の
真
名
文
書
と
仮
名
消
息
の
う
ち
、
真
名
書
状
の
筆
者
の
「
左
衛
門
権
佐
（
草
名
）
」
が
、
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
二
月
一

（15）

日
以
来
左
衛
門
権
佐
で
あ
っ
た
藤
原
為
房
で
あ
る
こ
と
は
、
伊
東
卓
治
氏
と
久
曽
神
昇
博
士
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
藤
原
為
房
は
、

永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
　
に
生
ま
れ
た
か
ら
、
永
保
三
年
に
は
三
十
五
歳
で
あ
り
、
天
永
二
年
（
二
　
二
）
六
十
三
歳
で
参
議
と
な
り
、
永

久
三
年
（
二
一
五
）
　
四
月
に
六
十
七
歳
で
残
し
て
い
る
。

次
に
、
紙
背
の
仮
名
書
状
の
う
ち
、
「
不
空
三
蔵
表
制
集
」
の
三
十
一
通
は
同
筆
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
が
比
叡
山
延
暦
寺
に
入
山
し
た

稚
児
の
母
と
推
定
さ
れ
、
為
房
の
真
名
書
状
に
わ
が
子
が
延
暦
寺
に
入
山
し
た
り
病
気
下
山
の
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
そ
れ
と
内
容
が
一
致

（16）

す
る
こ
と
か
ら
、
稚
児
の
母
は
、
藤
原
為
房
の
妻
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
為
房
の
妻
に
つ
い
て
、
久
曽
神
博
士
は
源
頼
国
女
と
見
て
い
ら
れ

る
。
「
潅
頂
阿
闇
梨
宣
旨
官
牒
」
　
の
紙
背
の
仮
名
消
息
の
う
ち
の
十
通
、
「
諸
仏
菩
薩
釈
義
」
の
紙
背
の
仮
名
消
息
の
う
ち
の
三
通
が
、
為
房

の
妻
の
消
息
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
為
房
の
妻
の
仮
名
消
息
は
、
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
正
月
か
ら
十
一
月
頃
ま
で
の
も
の
が
、
「
不
空
三
蔵
表
制
集
」
と
「
潅
頂

阿
閣
梨
宣
旨
官
牒
」
　
の
紙
背
に
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
に
入
山
さ
せ
た
愛
児
に
つ
い
て
の
気
遣
い
や
、
子
を
託
し
た
師
僧

の
青
蓮
房
に
宛
て
親
心
を
訴
え
た
も
の
な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
「
諸
仏
菩
薩
釈
義
」
　
の
紙
背
の
は
、
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
九
月
、
為

房
が
延
暦
寺
の
僧
侶
な
ど
の
訴
に
よ
っ
て
配
流
さ
れ
て
よ
り
、
同
七
年
六
月
勅
訴
を
蒙
っ
て
帰
京
す
る
ま
で
の
間
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。こ

の
藤
原
為
房
の
妻
の
仮
名
消
息
を
資
料
と
し
て
、
国
語
学
の
面
か
ら
考
察
の
対
象
と
し
た
論
考
は
、
管
見
で
は
次
の
三
点
が
あ
る
。

1
、
山
内
育
男
「
か
な
づ
か
い
の
歴
史
」
（
『
㌘
史
碧
晶
史
・
文
字
史
』
大
修
館
書
店
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
）

2
、
金
子
彰
「
世
代
差
と
表
記
差
－
院
政
後
期
・
鎌
倉
初
期
書
写
の
仮
名
書
状
の
ハ
行
音
表
記
を
視
点
と
し
て
－
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
韓
、
昭
和

六
十
二
年
五
月
）

3
、
楢
田
良
照
「
院
政
・
鎌
倉
期
の
平
仮
名
文
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」
　
（
「
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
」
三
〇
－
一
（
1
）
、



昭
和
五
十
七
年
七
月
）

1
、
2
、
3
の
論
考
と
も
、
表
記
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
、
且
つ
直
接
の
主
対
象
と
は
せ
ず
他
文
献
と
共
に
論
考
中
の
一
資
料
と
し
て

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
主
対
象
と
し
て
そ
の
用
語
を
文
法
の
面
か
ら
論
じ
た
も
の
を
知
ら
な
い
。

三
、
藤
原
為
房
妻
の
仮
名
消
息
の
用
語
、
特
に
連
体
形
終
止
に
つ
い
て

藤
原
為
房
妻
の
仮
名
消
息
の
用
語
に
は
「
て
ゝ
」
や
「
な
に
L
に
」
の
よ
う
な
、
当
時
の
口
頭
語
と
目
さ
れ
る
語
が
見
ら
れ
る
。

「
て
～
」
は
、
応
徳
二
年
十
一
月
頃
、
息
子
で
あ
る
稚
児
の
癌
癒
全
快
に
つ
き
師
の
青
蓮
房
に
感
謝
の
気
持
を
表
し
た
書
状
の
中
に
、

（
急
下
）

よ
る
い
そ
ぎ
お
り
さ
せ
た
ま
へ
り
し
事
を
ぞ
、
刊
可
も
「
ほ
い
は
べ
り
て
」
と
、
か
へ
す
ぐ
思
て
は
べ
め
る
。
（
夜
中
二
急
遽
下
山
シ
祈

藤
シ
テ
下
サ
ツ
タ
コ
ト
ノ
礼
）
　
［
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
二
〇
］

と
あ
る
。
こ
の
「
て
ゝ
」
は
、
稚
児
の
立
場
に
立
っ
て
そ
の
父
親
を
指
し
て
い
う
の
に
用
い
て
い
る
パ
藤
原
為
房
妻
の
仮
名
消
息
の
中
に
は

ち
ヽ

「
て
ゝ
」
が
八
例
拾
わ
れ
る
。
「
て
ゝ
」
は
「
父
」
と
同
義
で
あ
る
が
、
多
く
は
子
供
が
父
親
を
親
愛
の
情
を
籠
め
て
呼
ぶ
場
合
に
用
い
て
い

る
。
幼
児
語
に
出
る
も
の
で
あ
り
、
口
頭
語
と
し
て
日
常
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宇
津
保
物
語
（
前
田
家
本
）
で
は
十
例
の
う
ち
、

八
例
が
会
話
文
、
二
例
が
思
惟
文
の
中
に
あ
り
、
大
鏡
の
一
例
も
幼
児
の
会
話
で
用
い
て
あ
り
、
栄
花
物
語
（
梅
沢
本
）
で
も
幼
児
の
会
話
文

や
発
言
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
更
級
日
記
に
は
、
「
ち
ち
」
は
歌
の
掛
詞
に
用
い
る
の
み
で
、
「
て
ゝ
」
が
三
例
あ
る
が
、
父
に
対
し
て

親
愛
を
籠
め
た
幼
児
的
な
立
場
か
ら
用
い
た
と
見
ら
れ
る
。
古
本
説
話
集
に
あ
る
三
例
は
、
い
ず
れ
も
「
曲
殿
の
姫
君
の
事
」
の
説
話
の
中

で
用
い
ら
れ
、
他
の
説
話
で
は
「
ち
ち
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
両
親
に
溺
愛
さ
れ
て
い
る
、
十
歳
余
の
幼
い
姫
の
立
場
に
立
っ
て
表

現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
時
代
の
関
東
地
方
の
書
状
（
中
山
法
華
経
寺
文
書
「
双
紙
要
文
」
の
紙
背
、
某
書
状
、
年
月
未
詳
）
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
梁
塵
秘
抄
や

（17）

名
語
記
に
あ
る
の
は
口
頭
語
の
反
映
と
見
ら
れ
る
。

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語

七
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「
な
に
L
に
」
は
、
寛
治
六
年
九
月
以
降
の
わ
が
子
の
僧
に
宛
て

た
ら
し
い
消
息
の
う
ち
、
夫
の
為
房
の
詰
問
を
引
用
し
た
会
話
文
の
中
に

（
は
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
　
（
は
）
　
　
　
　
（
に
）

さ
て
し
ら
山
の
こ
と
口
、
き
～
は
べ
り
し
口
。
「
わ
れ
は
い
か
に
も
し
ら
ぬ
口
、
は
1
□
な
に
し
□
わ
れ
に
は
い
ふ
ぞ
」
と
こ
そ
お
ほ

せ
こ
と
は
べ
り
し
か
　
［
諸
仏
菩
薩
釈
義
紙
背
六
］

と
あ
る
。
「
な
に
L
に
」
は
、
平
安
時
代
の
和
文
で
は
会
話
文
の
中
で
用
い
ら
れ
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
軍
記
物
語
や
説
話
集
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
会
話
文
で
な
く
て
も
用
語
全
体
に
口
頭
語
の
良
く
反
映
し
て
い
る
文
献
に
は
用
い
ら
れ
て
い
て
、
梁
塵
秘
抄
や
三
位
局
消
息
（
安

（18）

元
三
年
（
二
七
七
）
、
高
野
山
文
書
・
宝
簡
集
二
十
三
）
　
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
用
語
の
見
ら
れ
る
所
か
ら
す
る
と
、
為
房
妻
の
仮
名
消
息
に
は
口
頭
語
の
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
し
っ
つ
、
以
下
に
は
、
文
末
の
終
止
に
注
目
し
て
、
連
体
形
終
止
の
実
情
を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
消
息
の
中
を
、
会

（19）

話
文
（
思
惟
文
を
含
む
）
と
地
の
文
と
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

0
　
会
話
文
（
思
惟
文
を
含
む
）
　
の
用
法

為
房
妻
の
仮
名
消
息
の
中
に
引
か
れ
た
会
話
文
（
思
惟
文
を
含
む
）
は
、
文
と
し
て
7
5
文
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
先
ず
、
A
活
用
語
で
終

止
す
る
文
と
、
B
活
用
語
以
外
で
終
止
す
る
文
と
に
二
大
別
す
る
と
、
そ
の
数
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
活
用
語
で
終
止
す
る
文
…
…
3
6
文

B
活
用
語
以
外
で
終
止
す
る
文
…
…
2
9
文

そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

A
活
用
語
で
終
止
す
る
文

a
、
連
用
形
止
…
…
1
文

b
、
終
止
形
止
…
…
7
文

C
、
連
体
形
終
止
…
…
8
文



d
、
終
止
形
・
連
体
形
が
同
形
の
終
止
…
…
1
2
文

e
、
係
結
に
よ
る
連
体
形
止
…
…
4
文

f
、
係
結
の
呼
応
の
乱
れ
…
…
1
文

g
、
命
令
形
に
よ
る
終
止
…
…
3
文

B
活
用
語
以
外
で
終
止
す
る
文

h
、
名
詞
で
終
止
…
…
5
文
（
「
～
事
」
3
文
、
「
～
人
」
1
文
、
「
～
く
す
り
」
1
文
）

I
、
副
詞
で
終
止
…
…
3
文
（
「
～
如
何
」
3
文
）

j
、
助
詞
で
終
止
…
…
2
1
文
（
「
～
て
」
7
文
、
「
～
で
」
1
文
、
「
～
に
て
」
1
文
、
「
～
に
」
3
文
、
「
～
は
」
1
文
、
「
～
や
は
」
2
文
、
「
～
か
」

1
文
、
「
～
や
」
　
2
文
、
「
～
ぞ
」
　
1
文
、
「
～
よ
」
　
1
文
、
「
～
も
の
を
」
　
1
文
）

こ
の
他
に
、
料
紙
切
断
や
損
傷
等
に
よ
り
、
文
末
が
未
詳
の
文
が
1
0
文
あ
る
。

右
掲
の
う
ち
、
C
の
連
体
形
終
止
と
は
、
係
結
の
呼
応
で
も
疑
問
語
の
結
び
で
も
な
く
、
又
、
主
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
受
け
る
も
の
で

も
な
く
て
、
連
体
形
で
文
を
終
止
す
る
用
法
で
あ
る
。
8
つ
の
文
は
、
次
下
の
例
で
あ
る
。

1
、
「
か
く
を
ご
な
ど
も
は
べ
れ
ば
、
だ
い
じ
に
思
た
ま
ふ
る
」
な
ど
、
こ
ま
か
匿
匝
ル
厄
べ
り
け
れ
ば
（
表
制
集
紙
背
一
）
（
為
房
1
為
房
妻
）

（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
数
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
る
）
　
　
（
ん
）

2
、
は
つ
か
の
ほ
ど
に
は
お
ろ
さ
せ
た
ま
へ
。
「
や
う
ノ
（
1
ひ
か
ず
お
ほ
う
な
し
つ
□
」
と
思
た
ま
ふ
口
に
な
口
。
（
表
制
集
紙
背
一
二
）
（
為

房
妻
の
思
惟
）

（
つ
）
　
　
　
　
（
万
）
　
　
　
　
（
う
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
）

3
、
ま
□
の
み
よ
ろ
づ
を
し
口
は
べ
る
ほ
ど
に
、
ま
こ
と
し
ら
ぬ
人
は
、
「
た
ゞ
は
□
る
」
と
お
も
ひ
は
べ
ら
ん
。
（
表
制
集
紙
背
一
五
）
　
（
実

知
ら
ぬ
人
の
思
惟
）

（
こ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
（
と
）

4
、
ち
ご
い
と
ひ
さ
し
う
な
り
は
べ
る
ぞ
、
ま
口
と
に
お
ぼ
っ
□
□
□
心
地
L
は
べ
り
て
、
「
山
も
う
ゐ
ノ
し
、
し
う
な
り
に
て
は
べ
し
」
□
思

（ど）

た
ま
ふ
れ
口
、
（
表
制
集
紙
背
二
四
）
　
（
為
房
妻
の
思
惟
。
「
は
べ
し
」
は
「
は
べ
り
し
」
　
の
意
）

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

（
稚
児
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
事
）

、
．
や
　
．
h
、
P
．
、
′
　
し
．
－
h
　
°
ヽ
　
し
ビ
L
ヽ
　
　
や
’
一
ヽ
一
°



鎌
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時
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研
　
究

（
に
）
　
　
（
と
）

5
、
そ
の
し
る
し
口
、
「
口
く
も
お
こ
た
り
て
増
l
刹
」
と
の
み
ぞ
、
思
た
ま
へ
ら
れ
は
べ
る
。
（
表
制
集
紙
背
二
七
）
　
（
為
房
妻
の
思
惟
）

（き）

6
、
さ
て
「
廿
日
は
つ
ゝ
し
む
叫
剖
」
と
、
な
べ
て
お
そ
ろ
し
う
の
み
口
こ
え
は
べ
れ
ば
、
（
表
制
集
紙
背
二
七
）
　
（
世
間
の
噂
）

（
み
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
料
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぞ
）

7
、
□
ご
と
き
に
、
「
御
ほ
と
け
の
れ
う
に
し
吋
副
」
と
、
も
ら
さ
め
と
、
は
べ
る
ロ
や
。
（
潅
頂
阿
閣
梨
紙
背
五
）
　
（
噂
）

（
が
）
（
領
）
　
（
郷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
衆
）
　
（
一
人
）

8
、
も
り
し
げ
に
い
ひ
は
べ
れ
ば
、
「
わ
□
し
る
さ
と
の
こ
と
は
ま
い
し
ら
せ
ど
口
、
い
り
こ
み
て
げ
す
ひ
と
り
も
な
く
、
に
げ
か
く

（

て

「

れ
口
は
べ
る
」
と
ぞ
ま
う
す
め
る
。
（
諸
仏
釈
義
紙
背
四
）
　
（
も
り
し
げ
の
発
言
）

そ
の
活
用
語
は
、
「
は
べ
る
」
が
三
例
、
「
た
ま
ふ
る
」
「
し
」
「
つ
る
」
「
た
る
」
「
べ
き
」
が
各
一
例
ず
つ
で
あ
り
、
助
動
詞
と
補
助
動
詞
が

主
で
あ
る
。

一
方
、
e
係
結
に
よ
る
連
体
形
止
も
四
例
あ
る
。

8
、
「
か
ろ
じ
も
刊
し
咄
l
ぺ
l
利
」
と
て
、
い
と
す
く
な
く
ぞ
。
（
表
制
集
紙
背
一
四
）
　
（
為
房
妻
の
思
惟
）

（
こ
の
）
　
　
　
－
　
（
宣
旨
）

9
、
「
□
□
つ
い
で
に
や
、
せ
じ
も
く
だ
り
増
l
る
l
」
と
、
ま
ち
は
べ
り
つ
る
を
、
い
と
ノ
＼
ほ
い
な
く
は
べ
り
て
ぞ
。
（
表
制
集
紙
背
二
五
）

（
為
房
妻
の
思
惟
）

1
0
、
ざ
す
も
「
あ
り
つ
き
た
る
さ
ま
に
て
到
項
あ
り
u
」
と
、
の
た
ま
は
せ
て
は
べ
り
き
。
（
表
制
集
紙
背
一
四
）
　
（
座
主
1
為
房
妻
）

（
律
師
）

1
1
、
「
り
し
の
も
と
に
な
ん
、
さ
や
う
の
物
お
は
か
る
」
　
と
こ
そ
、
人
い
ひ
は
べ
め
れ
。
（
表
制
集
紙
背
二
三
）
　
（
人
の
噂
）

「
は
べ
る
」
　
二
例
、
「
し
」
「
お
は
か
る
」
各
一
例
で
あ
り
、
係
助
詞
は
　
「
や
」
「
な
ん
」
　
で
あ
る
。

次
に
、
係
結
の
呼
応
の
乱
れ
と
見
ら
れ
る
一
例
は
、

堕
「
か
く
御
心
に
い
れ
て
お
は
せ
ら
れ
て
は
べ
る
、
か
へ
す
♪
（
1
よ
ろ
こ
び
申
し
は
べ
り
と
刊
判
叫
」
と
は
べ
め
る
。
（
潅
頂
阿
闇
梨
紙
背

一
）
　
（
為
房
1
為
房
妾
）

で
あ
る
。
夫
為
房
の
伝
言
を
引
用
し
て
青
蓮
房
に
伝
え
た
も
の
で
、
「
ぞ
」
　
の
結
び
は
「
申
す
」
　
の
筈
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
係
助
詞
「
ぞ
」

が
「
申
せ
」
　
で
結
ぶ
命
令
文
に
使
わ
れ
た
例
と
な
る
。
或
い
は
、
「
申
せ
」
を
通
り
越
し
て
「
は
べ
め
る
」
　
に
ま
で
係
っ
た
も
の
か
。



こ
れ
ら
の
用
法
に
対
し
て
、
通
常
の
終
止
形
で
終
え
る
文
が
7
文
あ
る
。
次
の
例
で
あ
る
。

（
と
に
）
（
り
）
（
林
豪
律
師
）

Ⅲ
　
「
ま
こ
□
［
「
E
む
が
う
り
L
も
、
い
と
ノ
＼
心
う
く
あ
さ
ま
し
き
心
ち
の
事
な
叫
引
」
と
ぞ
は
べ
り
け
る
。
（
表
制
集
紙
背
こ
（
林
豪

律
師
1
為
房
妻
）

畑
　
か
く
だ
い
じ
に
思
あ
つ
か
ひ
は
べ
る
を
り
に
、
「
か
な
ふ
ま
じ
き
ち
ぎ
り
の
は
べ
る
な
叫
引
」
と
ぞ
思
た
ま
へ
ら
る
ゝ
。
（
表
制
集
紙
背

二
）
　
（
為
房
妻
の
思
惟
）

（

解

文

）

　

　

　

　

　

　

（

は

）

㈲
　
う
ち
む
づ
が
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
「
え
し
ら
列
」
と
て
、
げ
も
ん
も
た
ま
は
せ
ず
な
り
ロ
ベ
り
に
け
れ
ば
、
（
表
制
集
紙
背
二
）
（
関
白
師
実

の
発
言
か
）

初
　
「
さ
り
ぬ
べ
き
つ
い
で
を
ま
つ
軸
外
」
と
の
み
ぞ
は
べ
め
る
。
（
表
制
集
紙
背
二
二
為
房
の
阿
闇
梨
に
対
す
る
言
）

（
除
目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
（
と
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ん
）

㈲
　
さ
て
ぢ
も
く
の
い
の
り
は
、
わ
ざ
と
の
事
に
も
は
べ
ら
ず
。
「
五
ゐ
の
く
ら
人
あ
く
べ
し
」
□
き
～
は
べ
り
て
、
そ
れ
を
「
申
さ
口
」

と
思
た
ま
へ
し
を
、
（
潅
頂
阿
閣
梨
紙
背
一
）
　
（
朝
廷
に
お
け
る
除
目
の
話
題
）

（

下

衆

）

　

　

　

　

　

（

く

）

㈲
　
こ
ゝ
に
は
べ
り
つ
る
げ
す
の
こ
ど
も
の
、
か
口
は
べ
り
け
る
も
、
昨
日
「
み
な
う
せ
は
べ
り
叫
」
と
き
ゝ
は
べ
り
L
よ
り
（
潅
頂
阿
聞

梨
紙
背
九
）
　
（
召
使
等
か
ら
の
報
告
）

間
　
さ
う
の
こ
と
は
、
ま
だ
き
か
せ
た
ま
は
ぬ
か
。
「
み
な
め
で
た
う
し
た
て
ゝ
の
ぼ
り
叫
」
と
こ
そ
は
ゝ
べ
め
れ
。
（
諸
仏
釈
義
紙
背
六
）

（
勅
許
に
よ
り
立
派
に
整
え
て
上
京
し
た
こ
と
の
報
告
か
）

こ
の
7
文
の
文
末
は
、
「
め
り
」
「
ず
」
「
な
り
」
「
べ
し
」
「
ぬ
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
助
動
詞
で
あ
る
。
そ
の
発
話
主
は
、
林
豪
律
師
・
為
房
・

関
白
師
実
（
？
）
・
朝
廷
関
係
者
・
召
使
等
で
あ
る
。
為
房
妻
の
思
惟
は
唯
一
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
世
情
に
対
す
る
諦
念
を
含
ん
だ
改
ま
っ

た
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
C
の
連
体
形
終
止
の
発
話
者
は
、
為
房
妻
の
思
惟
、
為
房
が
妻
に
語
っ
た
私
的
発
言
、
も
り
し
げ
、
世
間
の
噂
で
あ
る
。

f
の
係
結
の
呼
応
の
乱
れ
の
一
例
も
、
為
房
の
伝
言
を
為
房
妻
が
消
息
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語
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時
　
代
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一
二

こ
の
C
の
連
体
形
終
止
と
b
の
通
常
の
終
止
形
結
び
と
を
比
べ
る
と
、
C
が
八
例
あ
る
の
に
対
し
て
、
b
は
七
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
係
結

に
よ
る
連
体
形
結
び
の
四
例
を
加
え
る
と
、
連
体
形
で
文
を
結
ぶ
方
が
、
終
止
形
よ
り
も
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
発
話
者
に
注
目
す
る
と
、
C
の
連
体
形
終
止
が
為
房
妻
の
思
惟
の
よ
う
な
私
的
な
個
人
的
な
場
面
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

b
の
終
止
形
で
終
る
の
は
高
僧
や
朝
廷
関
係
者
、
或
い
は
召
使
等
か
ら
の
報
告
の
よ
う
な
公
的
な
改
ま
っ
た
場
面
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
は

或
い
は
偶
然
か
も
知
れ
な
い
が
、
連
体
形
で
文
を
結
ぶ
こ
と
が
多
く
、
中
で
も
連
体
形
終
止
が
、
会
話
文
（
思
惟
文
）
に
お
い
て
、
終
止
形
と

相
並
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
は
注
目
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

日
　
地
の
文
に
お
け
る
用
法

為
房
妻
の
仮
名
消
息
で
は
、
会
話
文
（
思
惟
文
を
含
む
）
だ
け
で
終
わ
っ
た
文
が
無
く
、
会
話
文
は
す
べ
て
「
と
」
「
な
ど
」
等
で
受
け
て
、

地
の
文
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
地
の
文
は
、
計
2
5
9
文
を
数
え
る
が
、
そ
の
文
末
に
も
、
連
体
形
終
止
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
表
制
集
紙
背
消
息
八
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
さ
）
　
　
（
か
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
）

ち
ご
の
て
は
よ
ろ
し
う
な
り
は
べ
め
れ
ど
、
な
は
は
れ
な
ど
し
て
□
は
や
□
な
ら
ず
の
．
み
は
べ
叫
利
。
お
は
き
に
き
し
り
て
は
べ
め
□
し

（
や
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ち
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
れ
ば
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
て
）

か
ば
に
口
、
す
れ
ど
こ
ろ
の
く
口
の
あ
ひ
は
べ
ら
ざ
め
□
口
、
こ
れ
や
み
は
て
口
ぞ
の
ぼ
せ
叫
べ
引
。

か
た
な
は
い
み
じ
う
せ
い
し
叫
べ
利
。
お
と
な
ご
は
か
く
し
て
つ
か
ひ
て
、
か
く
は
べ
め
れ
ば
、
み
た
ま
へ
な
げ
か
れ
咄
l
ベ
副
。

さ
て
あ
ざ
り
の
御
事
は
、
き
り
ぬ
べ
き
つ
い
で
も
は
べ
ら
ば
と
、
つ
ね
に
い
ひ
思
た
ま
へ
て
は
べ
れ
ど
、
か
ひ
は
べ
ら
ぬ
事
を
ぞ
、
か

へ
す
ぐ
。

（
こ
）

ま
こ
と
や
、
［
］
の
た
ら
う
大
ぜ
の
す
け
に
な
り
て
は
べ
め
れ
ば
、
い
と
〈
う
れ
し
う
は
べ
り
て
ぞ
。
「
も
し
き
か
せ
た
ま
は
ず
や
」
と

て
申
し
咄
l
欄
l
利
。

又
わ
ら
は
の
事
は
、
「
と
の
に
申
し
て
ゆ
る
さ
ん
」
と
ぞ
は
べ
叫
利
。

こ
の
消
息
は
全
8
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
か
へ
す
ぐ
」
「
う
れ
し
う
は
べ
り
て
ぞ
」
以
外
の
6
文
は
活
用
語
の
結
び
で
あ
り
、



「
は
べ
る
」
と
「
は
べ
め
る
」
と
の
連
体
形
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
、
連
体
形
終
止
が
4
文
、
「
ぞ
」
の
結
び
が
2
文
で
あ
る
。
こ
の
消
息
で
は
、

活
用
語
の
終
止
は
連
体
形
で
文
を
終
る
構
文
で
す
べ
て
成
っ
て
い
て
、
係
助
詞
「
ぞ
」
は
、
特
に
そ
の
直
上
の
語
句
を
強
調
す
る
の
に
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
次
の
、
表
制
集
紙
背
消
息
七
も
同
様
で
あ
る
。

（の）

あ
や
し
う
は
べ
め
れ
ど
、
（て）

し
め
さ
ん
に
こ
そ
は
と
ロ
。

お
ほ
ん
か
た
び
ら
□
ぬ
の
、
ふ
た
つ
ま
い
ら
す
。
や
が
て
ぬ
は
せ
て
と
思
た
ま
ふ
れ
ど
、
な
が
さ
な
ど
お
ぼ

ち
ご
は
山
を
ば
、
い
み
じ
う
あ
り
つ
き
は
べ
り
て
、

（
ん
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ば
）
　
　
　
（
て
）
　
（
と
）

「
と
く
の
ぼ
り
な
□
」
な
ど
ぞ
い
ひ
は
べ
め
れ
ど
、
「
し
□
し
あ
り
□
」
□
い
ひ
は

ベ
れ
ば
、
む
づ
か
し
げ
に
ぞ
思
て
は
べ
め
る
。

あ
は
れ
に
お
ぼ
し
あ
つ
か
は
せ
た
ま
ふ
な
る
を
、
よ
き
事
に
思
て
は
べ
め
る
。
京
に
て
だ

に
、
り
L
な
ど
の
も
と
に
は
、
よ
る
と
ま
る
事
を
、
わ
り
な
げ
に
の
み
お
も
ひ
て
は
べ
め
り
し
。

（ま）□
こ
と
や
、
た
か
う
な
露
ま
い
ら
す
。

こ
の
消
息
は
全
6
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
「
と
て
」
以
外
の
5
文
は
活
用
語
の
結
び
で
あ
る
。
そ
の
5
文
の
う
ち
の
「
ま
い
ら
す
」

2
文
は
終
止
形
、
連
体
形
同
形
で
あ
る
が
、
他
の
3
文
は
連
体
形
で
終
っ
て
い
る
。
内
訳
は
連
体
形
終
止
が
「
思
て
は
べ
め
る
」
「
お
も
ひ
て

は
べ
め
り
し
」
の
2
文
、
「
ぞ
」
の
係
結
「
思
て
は
べ
め
る
」
が
1
文
で
あ
る
。

諸
仏
釈
義
紙
背
消
息
四
も
、
次
の
よ
う
に
、
2
文
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
2
文
と
も
連
体
形
で
終
っ
て
い
る
。

（
に
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
が
）

た
ゞ
い
ま
、
こ
れ
よ
り
人
ま
い
ら
せ
ん
と
思
た
ま
へ
つ
る
ほ
ど
口
、
も
り
し
げ
に
い
ひ
は
べ
れ
ば
、
「
わ
□
し
る
さ
と
の
こ
と
は
ま
い
し

（

も

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

て

）

ら
せ
ど
口
、
い
り
こ
み
て
げ
す
ひ
と
り
も
な
く
、
に
げ
か
く
れ
口
は
べ
る
」
と
ぞ
ま
う
す
叫
る
l
。

（人）（遣）

「
こ
の
ほ
ど
は
ひ
と
つ
か
は
し
た
ら
ん
、
さ
ら
に
は
か
♪
（
1
し
く
、
も
の
よ
に
ま
い
ら
せ
じ
」
と
ま
う
す
叫
引
。

2
文
の
う
ち
、
1
文
は
連
体
形
終
止
で
、
も
う
1
文
は
「
ぞ
」
の
係
結
で
あ
る
。

表
制
集
紙
背
消
息
三
〇
は
、
5
文
か
ら
成
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
4
文
が
「
こ
そ
」
「
や
」
の
助
詞
で
終
る
が
、
活
用
語
で
終
る
1
文
は
連

体
形
で
あ
り
、
し
か
も
連
体
形
終
止
で
あ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

日
ご
ろ
は
、
み
づ
か
ら
も
れ
い
な
ら
ず
の
み
は
べ
り
て
、
御
ふ
み
も
い
と
ひ
さ
し
う
、
み
ま
い
ら
せ
は
べ
ら
で
こ
そ
。

（
に
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
）

昨
日
今
日
ぞ
お
こ
た
り
て
は
べ
る
口
、
又
こ
の
よ
る
よ
り
、
わ
か
い
み
じ
う
ぬ
る
み
て
く
る
L
が
り
は
べ
め
れ
ば
、
み
た
ま
へ
な
げ
か

（か）

れ
は
べ
り
て
こ
そ
。
「
い
か
に
は
べ
れ
ば
、
か
く
た
び
く
は
わ
づ
ら
ひ
は
べ
る
に
□
」
と
、
お
そ
ろ
し
う
思
た
ま
へ
ら
れ
咄
l
彗
利
。
「
け

ふ
あ
す
ぐ
し
て
、
山
に
の
ぼ
ら
せ
は
べ
ら
ん
」
な
ど
思
た
ま
へ
て
は
べ
り
つ
る
に
、
い
と
く
わ
り
な
く
は
べ
り
て
こ
そ
。

（
み
）
　
（
日
）

あ
や
し
う
は
べ
り
け
る
と
し
の
く
せ
に
や
、
口
の
□
は
つ
～
し
む
と
し
に
は
べ
な
れ
ば
、
か
く
は
べ
る
に
や
。

「
思
た
ま
へ
ら
れ
は
べ
る
」
が
連
体
形
終
止
で
あ
る
。

表
制
集
紙
背
消
息
二
五
は
、
5
文
か
ら
成
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
、
3
文
が
「
こ
そ
」
「
ぞ
」
「
な
ん
」
　
の
助
詞
で
終
り
、
1
文
は
命
令
形

で
あ
る
が
、
活
用
語
で
平
叙
す
る
1
文
は
連
体
形
で
あ
り
、
し
か
も
連
体
形
終
止
で
あ
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（若）

（
せ
）
　
（
へ
）

わ
か
の
L
は
ぶ
き
は
、
昨
日
よ
り
ま
さ
り
て
く
る
し
げ
に
は
べ
め
る
を
、
お
ぼ
し
め
し
い
の
ら
口
絵
口
。
ひ
る
は
よ
ろ
し
く
て
、
お
き

（ど）

て
あ
り
き
な
□
す
る
ば
か
り
も
は
べ
め
る
に
、
よ
る
の
い
と
た
へ
が
た
げ
に
て
、
も
の
も
く
ひ
は
べ
ら
ぬ
に
、
ま
れ
に
露
も
く
ひ
は
べ
り

（る）

て
は
、
み
な
つ
き
つ
～
、
い
と
心
ぐ
る
し
う
み
た
ま
へ
ら
れ
は
ベ
ロ
こ
そ
。

（は）

さ
て
い
ぞ
う
の
卿
は
か
う
も
、
ロ
ベ
る
ま
じ
き
あ
り
さ
ま
に
、
き
こ
え
は
べ
め
る
も
い
と
く
ち
を
し
う
あ
や
し
う
、
を
り
さ
へ
あ
し
う

は
べ
る
も
、
返
ノ
＼
思
た
ま
へ
な
げ
か
れ
副
l
ぺ
副
。

（
こ
の
）

「
□
□
つ
い
で
に
や
、
せ
じ
も
く
だ
り
は
べ
る
」
と
、
ま
ち
は
べ
り
つ
る
を
、
い
と
ノ
（
1
ほ
い
な
く
は
べ
り
て
ぞ
。

（
す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ず
）

□
ざ
か
ま
ひ
は
、
口
の
ほ
ど
は
お
き
て
つ
か
は
さ
口
、
な
は
あ
そ
び
も
し
は
べ
ら
で
、
う
ち
に
の
み
は
べ
め
れ
ば
な
ん
。

「
思
た
ま
へ
な
げ
か
れ
は
べ
る
」
が
連
体
形
終
止
に
な
っ
て
い
る
。

潅
頂
阿
閤
梨
紙
背
消
息
三
は
、
8
文
か
ら
成
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
、
3
文
が
「
な
ん
」
「
ぞ
」
「
こ
そ
」
の
助
詞
で
終
り
、
2
文
は
命
令

形
、
2
文
は
「
ん
」
「
べ
く
」
の
助
動
詞
で
あ
る
が
、
最
後
の
1
文
が
連
体
形
で
終
り
、
し
か
も
連
体
形
終
止
で
あ
る
。

い
で
は
べ
り
ぬ
る
は
ど
に
て
、
御
返
は
申
さ
せ
は
べ
ら
ぬ
に
な
ん
。



ま

い
ま
よ
。
は
お
な
じ
心
に
お
ぼ
し
め
し
て
、
の
た
ま
は
せ
よ
。
こ
1
に
は
い
み
じ
う
た
の
み
申
い
ら
せ
て
ぞ
。
　
　
　
（
か
）

ち
ご
は
な
ら
ひ
は
べ
ら
ぬ
ほ
ど
、
し
ば
し
あ
り
つ
き
は
べ
ら
ぬ
に
こ
そ
。
よ
ろ
づ
お
ぼ
し
め
L
も
の
せ
さ
せ
た
ま
は
ゞ
、
心
の
ど
口
に
、

あ
り
つ
き
は
べ
り
な
ん
。

京
に
は
い
づ
れ
の
ほ
ど
ま
で
か
、
も
の
せ
さ
せ
た
ま
ふ
べ
く
。
の
ぼ
ら
せ
た
ま
は
ん
を
り
に
は
、
ぐ
し
て
ゐ
て
の
ぼ
ら
せ
た
ま
へ
。

あ
ま
た
は
べ
れ
ど
、
こ
れ
は
な
か
に
い
と
心
ぐ
る
し
う
思
た
ま
へ
な
ら
は
し
て
は
べ
れ
ば
、
を
さ
な
う
は
べ
め
る
。

こ
の
「
を
さ
な
う
は
べ
め
る
」
が
連
体
形
終
止
で
あ
る
。

以
下
の
三
つ
の
消
息
に
も
連
体
形
終
止
が
見
ら
れ
る
。

○
表
制
集
紙
背
消
息
五

（
と
）

ち
ご
も
な
ら
ひ
き
こ
え
さ
せ
て
、
□
く
ま
い
り
な
ま
は
し
げ
に
思
て
は
べ
め
る
。
京
を
ば
た
び
な
る
さ
ま
に
思
て
ぞ
。

こ
れ
は
5
文
よ
り
成
る
消
息
の
う
ち
の
終
り
の
2
文
で
あ
る
。
そ
の
前
の
3
文
は
、
「
ぞ
」
「
は
べ
り
」
「
ぞ
…
は
べ
る
べ
き
」
で
終
り
、
そ
の

中
に
は
「
は
べ
り
」
の
終
止
形
も
含
ま
れ
て
い
る
。

○
表
制
集
紙
背
消
息
二
四

ぞ

昨
日
の
ひ
る
て
ゝ
か
へ
り
て
は
べ
叫
利
。

ミ

く

　

（

申

）

「
わ
か
は
こ
ま
か
に
も
□
L
は
べ
ら
じ
」
と
て
、
ま
い
ら
せ
叫
べ
利
。

6
文
よ
り
成
る
消
息
の
う
ち
、
「
昨
日
の
…
は
べ
め
る
」
は
そ
の
第
1
文
で
あ
り
、
「
わ
か
は
…
ま
い
ら
せ
は
べ
る
」
は
最
後
の
文
で
あ
る
。

そ
の
間
に
「
は
べ
ら
ざ
り
け
り
」
「
思
給
う
て
ぞ
」
「
い
か
ゞ
と
の
み
L
は
べ
り
し
」
「
す
ぎ
は
べ
り
て
ぞ
」
の
4
文
が
あ
り
、
「
は
べ
ら
ぎ
り

け
り
」
は
終
止
形
で
終
る
文
で
あ
る
。

○
潅
頂
阿
閣
梨
紙
背
消
息
一

「
か
く
御
心
に
い
れ
て
お
は
せ
ら
れ
て
は
べ
る
、
か
へ
す
♪
（
1
よ
ろ
こ
び
申
し
は
べ
り
と
ぞ
申
せ
」
と
は
べ
め
る
。

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語

一
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
ハ

こ
れ
は
6
文
よ
り
成
る
消
息
の
最
後
の
文
で
、
会
話
文
の
中
に
係
結
の
乱
れ
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
よ
り
前
の
5
文
の
文
末
は
、
「
み
た
ま
へ

は
べ
り
ぬ
」
「
は
べ
ら
む
」
「
思
た
ま
へ
て
ぞ
」
「
は
べ
ら
ず
」
「
申
し
は
べ
る
ま
じ
」
で
あ
り
、
「
ぬ
」
「
ず
」
「
ま
じ
」
の
終
止
形
を
用
い
て
い

る
。以
上
の
よ
う
に
、
連
体
形
終
止
は
、
地
の
文
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
語
は
、
「
は
べ
る
」
「
は
べ
め
る
」
「
は
べ
め
り
し
」
「
め
る
」

で
あ
る
が
、
そ
の
使
用
例
は
、
十
三
例
を
数
え
る
。

一
方
、
活
用
語
で
終
止
す
る
う
ち
、
終
止
形
で
終
る
文
は
、
右
掲
の
用
例
中
に
も
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
り
、
「
は
べ
り
」
（
九
例
）
、
「
は
べ
ら

ず
」
（
六
例
）
、
「
は
べ
め
り
」
（
三
例
）
、
「
は
べ
な
り
」
（
二
例
）
、
「
は
べ
り
け
り
（
二
例
）
、
「
は
べ
り
き
」
「
は
べ
り
ぬ
」
「
は
べ
り
に
け
り
」
「
は

べ
り
に
き
」
「
は
べ
ら
ざ
り
け
り
」
「
は
べ
る
べ
し
」
「
は
べ
る
ま
じ
」
「
な
り
」
「
た
り
」
「
べ
し
」
（
各
一
例
）
で
あ
る
。
そ
の
数
は
三
十
二
例

で
あ
る
。

連
体
形
終
止
を
終
止
形
終
止
と
比
べ
る
と
、
会
話
文
で
は
連
体
形
終
止
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
地
の
文
で
は
終
止
形
終
止
の
方
が
多

い
。
又
、
「
は
べ
り
」
に
承
接
し
た
助
動
詞
の
語
種
を
見
る
と
、
地
の
文
で
は
連
体
形
終
止
に
語
種
が
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
為
房

妻
の
消
息
で
は
、
地
の
文
に
お
い
て
も
連
体
形
終
止
の
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

こ
の
こ
と
は
、
為
房
妻
と
そ
の
周
辺
の
人
々
の
日
常
の
口
頭
語
に
お
い
て
、
連
体
形
終
止
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
為
房
妻
の
消
息
に

反
映
し
現
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
為
房
妻
の
消
息
は
、
当
時
の
現
物
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
物
語
等
が
転
写
を
経
て
今
日

に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
。
そ
の
書
写
さ
れ
た
時
期
は
、
既
述
の
如
く
、
応
徳
二
年
（
一
〇
八
五
）
と
寛
治
六
（
一
〇
九
二
）
・
七
年
頃

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
平
安
後
期
か
ら
院
政
初
期
に
か
け
て
に
当
り
、
国
語
史
の
従
来
の
知
見
で
は
、
平
安
時
代
の
言
語
規
範
が

崩
れ
始
め
て
中
世
語
に
移
る
そ
の
初
頭
に
位
置
す
る
。
そ
の
知
見
は
、
平
安
時
代
の
和
文
や
漢
文
訓
読
文
の
延
長
線
上
で
得
ら
れ
た
と
い
う

よ
り
は
、
今
昔
物
語
集
を
始
め
と
す
る
説
話
集
の
よ
う
な
新
出
の
異
な
っ
た
位
相
の
文
章
を
対
象
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
為
房
妻

は
、
夫
の
為
房
の
身
分
か
ら
考
え
て
、
そ
の
言
語
の
基
盤
が
、
平
安
時
代
の
貴
族
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
消
息
の
用
語



に
、
「
な
に
L
に
」
の
よ
う
な
口
薗
語
と
共
に
、
多
例
の
連
体
形
終
止
が
現
れ
て
い
る
点
が
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
安
時
代

の
和
歌
や
和
文
に
お
け
る
言
語
規
範
の
中
で
生
ま
れ
た
も
の
が
時
の
推
移
と
共
に
変
形
し
た
結
果
を
示
し
た
と
す
る
よ
り
も
寧
ろ
、
そ
の
文

章
語
の
言
語
規
範
と
は
別
に
既
に
存
し
て
い
た
言
語

る
で
あ
ろ
う
。

口
頭
語
1
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

注（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）

（7）
（8）
（9）
（10）
「日．）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）

『
国
語
学
大
辞
典
』
　
（
昭
和
五
十
五
年
、
東
京
堂
出
版
）
　
の
「
口
語
体
」
（
今
泉
忠
義
）
　
の
項
。

遠
藤
嘉
基
『
訓
点
資
料
と
訓
占
議
の
研
究
』
（
昭
和
二
十
七
年
、
中
央
図
書
出
版
社
）
三
五
頁
－
三
六
頁
。

拙
稿
「
名
語
記
の
口
頭
語
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
七
輯
、
平
成
六
年
五
月
）
。

拙
稿
「
梁
塵
秘
抄
口
頭
語
集
覧
」
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
5
6
『
梁
塵
秘
抄
　
閑
吟
集
　
狂
言
歌
謡
』
付
録
、
平
成
五
年
六
月
）
。

久
曽
神
昇
編
『
平
安
仮
名
書
状
集
』
　
（
汲
古
書
院
刊
）
　
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

久
曽
神
昇
博
士
は
、
為
房
の
「
左
衛
門
権
佐
」
の
官
職
と
「
十
二
月
三
十
日
」
と
い
う
大
の
月
と
か
ら
、
永
保
三
年
（
一
〇
八
四
）
又
は
同
年
の

応
徳
元
年
（
一
〇
八
四
）
　
の
書
状
と
解
さ
れ
て
い
る
。

久
曽
神
昇
編
『
不
空
三
蔵
表
制
集
他
二
種
』
（
平
成
五
年
五
月
、
汲
古
書
院
刊
）
　
の
写
真
に
よ
る
。

築
島
裕
「
『
平
安
仮
名
書
状
集
』
の
裏
面
の
典
籍
類
に
加
へ
ら
れ
た
古
訓
点
に
つ
い
て
」
（
注
（
7
）
文
献
所
収
）
。

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
天
台
血
脈
鎌
倉
中
期
写
本
。

注
　
（
8
）
　
文
献
。

注
　
（
8
）
　
文
献
。

注
　
（
5
）
　
文
献
。

注
　
（
5
）
　
文
献
。

注
　
（
8
）
　
文
献
。

注
　
（
5
）
　
文
献
。

注
　
（
5
）
　
文
献
。

拙
稿
「
梁
塵
秘
抄
口
頭
語
集
覧
」
　
（
注
（
4
）
）
参
照
。

藤
原
為
房
妻
の
消
息
の
用
語



（18）（19）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
一
韓
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
）
。

用
例
は
、
久
曽
神
昇
『
平
安
時
代
仮
名
書
状
の
研
究
」
の
写
真
に
よ
り
、
同
解
読
文
を
参
照
し
た
。
濁
点
と
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。
紙
背
の
仮

名
消
息
は
そ
れ
ぞ
れ
「
表
制
集
紙
背
（
不
空
三
蔵
表
制
集
紙
背
仮
名
消
息
」
「
潅
頂
阿
闇
梨
紙
背
（
潅
頂
阿
闇
梨
宣
旨
官
牒
紙
背
仮
名
消
息
）
」
「
諸

仏
釈
義
紙
背
（
諸
仏
菩
薩
釈
義
紙
背
仮
名
消
息
）
」
と
略
称
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
附
し
た
「
こ
「
二
」
等
の
数
字
は
、
久
曽
神
博
士
の
解
読
文
の
番
号

に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。




